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研究目的 
 情報流通の分野では XML が事実上の標準となっているが、XML は自己記述的なデータで記述の自由度が高いため、

その処理にはより高度で複雑なアルゴリズムが要求される。一般に、アルゴリズムは抽象的な疑似コード等を用いて設

計され、手作業でプログラムに変換される。一方、アルゴリズムが高度で複雑になるほど、プログラムへの変換は困難

で手間のかかる作業となる。このため、設計されたアルゴリズムから、所望の言語で記述されたプログラムを自動生成

できる処理系が強く望まれている。本研究では、(1)XML 処理に不可欠な木オートマトン・木変換器等を論理的に表現

可能なアルゴリズム記述言語の設計、および、(2)複数のプログラミング言語に対応し、アルゴリズムから所望の言語で

記述されたプログラムを自動生成する処理系、を開発することを目指す。 

研究成果  
 既存の XML 変換処理系としては XSLT が最も普及しており、また、XML 処理する言語としては Java が最もよく使

用されている。そこで、本研究では、Java 風の疑似コードを記述でき、XSLT(のサブセット)の機能を有するランク無

し木変換器をサポートするアルゴリズム記述言語を設計した。なお、ここで用いた木変換器は、文献[1]で定義されてい

るものに基づいている。処理系については上述(2)に対応できるよう、ターゲット言語を変更できるような仕組みについ

て考案し、その試作を行った。試作では中間表現を設計するための仕組みである xMIR というフレームワークを作成

し、それに基づいて、JVM をターゲットとするようなコード生成を行えるようにした。また、応用として、この言語

による記述を念頭に置いた XML 変換アルゴリズムの開発も行っている。 
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